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研究成果の概要（和文）：本研究では、人間が本来どのように状況を解釈しているかを如実に反映している形容詞カテ
ゴリーに注目し、特に最も基本的な経験である知覚・感覚を起点領域にもつ感覚形容詞を対象とした。
これにより、感覚領域を起点に持つ各形容詞が、人間の日常的身体経験、概念変化に基づいて特徴的に意味拡張してお
り、それにより統語的側面における、形容詞から副詞・不変化詞へと変化する品詞間変化・文法化がどのように引き起
こされるかに対し、認知的な視点からの説明を行った。そして、通時・共時を包括したアプローチや、大規模コーパス
を用いることにより、大量の実際の言語使用データに基づく分析という、実証的な取り組みの有効性を示した。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on sensory adjectives that etymologically derive from sensat
ion and perception, the most primitive bodily experiences, and extend by significantly reflecting the spea
ker or writer's way of construing the situation. Sensory adjectives semantically change according to human
 experiences and conceptual structures; these changes in meaning occur through syntactic and constructiona
l transitions, e.g., from adjective through adverb to topicalized element. This study observes how semanti
c-pragmatic and syntactic aspects interact beyond apparent syntactic categories, and it provides systemati
c accounts from a cognitive viewpoint to elucidate the relationship between meaning and syntactic construc
tion. The study also shows the validity of the empirical approach adopted here, using panchronic (integrat
ion of the synchronic and diachronic approaches), cross-linguistic (comparison between typologically dista
nt languages), and corpus-based (use of large, balanced data) methods.
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１．研究開始当初の背景 
（1）認知的視点からの感覚・知覚語彙分析
の要請：ある語彙の定まった意味が、時の経
過とともに変化していく意味変化・意味拡張
の現象は、その表面的な言語現象の根底にあ
る人間の認知メカニズムを反映している。殊
に抽象的事物を解釈する際に、人間は自らの
身体的経験を用いて概念化しているとされ、
感覚・知覚語彙が本来の意味以外に抽象的意
味を獲得していく意味変化・意味拡張の現象
は、その認知活動を映し出すものとして古く
から注目されてきた。本研究の研究代表者は、
1998 年から感覚形容詞の意味変化を認知的
枠組みから分析し、五感の表現がそれぞれの
領域で同じように意味拡張するのではなく、
人間のもともとの身体経験を保持しつつ抽
象概念へ意味拡張していることを研究して
きた。この研究をさらに押し進め、詳細なデ
ータに基づき分析をしていくことは、人間の
認知メカニズムのさらなる解明につながる
と見込まれる。 
 
（2）対照言語学的視点からの研究要請：さ
らに認知的アプローチからは、個々の語彙だ
けでなく構文それ自体に意味があり、構成要
素の語彙に還元できないものであるとする
構文文法論が提唱されるようになった。各語
彙の意味は、その使用される統語環境によっ
て発現される。従って、意味分析をその使用
される構文と切り離して論じることはでき
ないと考える。本研究では、広くさまざま文
法形式を持つ多様な言語に応用可能なラデ
ィカル構文文法(Croft 2001)の枠組みにおい
て、意味分析を行う。特に日本語は、世界を
二分する VO 言語、OV 言語のうち、欧米の言
語と類型論的に全くの対極にある OV 言語に
属し、統語的に非常に異なっている。そのた
め、認知的・感覚的領域を同一にした場合の
対照データとして、各国からの日本語研究の
要請が高い。本研究において、日本語を支点
として他の言語との比較をし、世界に研究結
果を発信していくことは、対象言語学的研究
として、意義の高いものである。 
 
（3）コーパスを用いた研究への要請：言語
学においても他の自然科学と同じく、再実験
可能な証拠を挙げて論じるという実証主義
の考え方が浸透してきている。その際に必要
不可欠となるのが、言語資源を集めた大規模
コーパスの利用である。各国において近年大
規模なものが構築され、利用が可能になって
きている。これを用いて、人間が共通に持つ、
感覚・知覚経験を表す語彙の分析をすること
により、認知能力の発現の仕方、その言語に
よる差異を分析する。そこで本研究でも、日
本語と他の多数の言語とを比べ、意味に及ぼ
す統語環境の影響を分析していく。 
 
（4）通時的研究への要請：もともと具体的
経験である感覚・知覚語彙の意味の広がりを

分析する場合、共時的データのみを分析する
のは連綿と続く意味変化を切った一つの切
断面を見ているに過ぎない。真にダイナミッ
クな言語の様相を分析するためには、その通
時的意味変化を時系列的に観察しなくては
ならない。本研究ではそのために歴史的コー
パスからデータを取り、時代ごとの変化を追
う。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究の目的は、感覚・知覚語彙の意
味変化を、対照言語学的・通時的にコーパス
データを収集し、認知的・構文文法的枠組み
において、意味の拡張のさまとその統語環境
の相関関係を分析することにより、語彙の意
味変化に認知的基盤がどのように影響し、統
語環境がどのように作用するのかを明らか
にするものである。具体的には、日本語・英
語・韓国語・ロシア語・スウェーデン語・チ
ェコ語の 6 つの言語について、触覚、味覚、
臭覚、聴覚、次元、視覚の 6つの感覚領域の
感覚形容詞を対象とする。さらに、多数の言
語を包括するこのような実証的コーパス分
析の手法を確立し、国内のみならず世界に発
信・共有することが目的である。 
 
（2）共時的研究、通時的研究は、通常これ
までそれぞれ別個になされてきた。特に通時
的研究は、各研究者が一つのテキスト、作者
に特化して研究を続けることが多かった。
（例えば、チョーサー、源氏物語など。）本
研究では、コーパス言語処理の手法を用い、
各テキスト・作家・時代を越えて、言語の変
遷を分析する。また、意味分析と統語分析に
おいても、本研究では、個別に独立したもの
とみなさず、双方があいまって伝達内容を伝
えることができると考える。このような学術
的枠組みを取ることによって、統語構造の違
う言語間の比較を可能にする。他の言語、他
の時代と比較しながらことばの変遷を分析
することにより、意味と統語構造との関係、
人間の認知能力の発現の仕方を探ることを
目的とする。 
 
（3）詳しく意味と構造との関係を調べるた
め、本研究では、語彙の分析を行うと同時に、
日本語コーパスの時系列的な標準化を行う。
英語をはじめとする欧米諸語においては、大
規模コーパスが競って編纂され活用されて
いる。日本語においては、現代語はコーパス
化が進んでいるが、古語については、これま
での国語学の伝統から、テキストごと、筆者
ごと、時代ごとに集録がなされている。しか
しこのシステムのままでは、テキスト縦断的
な分析に非常な労力がかかり、バランス化が
行われていないため、データ収集の信頼性を
得ることが難しく、言語研究者が使いにくい。
そこで、University of Virginia Library, 
Japanese Text Initiative の日本語データベ
ース、人間文化研究機構の国文学研究資料館



「日本古典文学大系」（旧版）データベース
等を用い、時系列的な標準化を行う。これに
より、日本語と欧米諸語との対照・比較が真
に可能になると考える。 
 
３．研究の方法 
（1）本研究の研究代表者は、2005 年に現代
英語の大規模コーパスに含まれるすべての
形容詞を対象として、形容詞の限定用法と叙
述用法それぞれについて、その修飾・叙述し
ている名詞に注目し、名詞をシソーラスによ
って自動的に分類することによって、2 つの
語彙の意味の差異を分析するシステムを提
案した。(内元・進藤他 2005 登録済特許 第
4803709, 登 録 済 国 際 特 許  Patent No. 
US8010342 B2)このシステムにおいて利用し
た統語情報は、現代英語における形容詞-名
詞の文法関係であったが、本研究ではさらに、
形容詞の出現する構文とその意味との関係
を分析する。 
 

（2）具体的には、日本語・英語等の異なる
言語について、現代コーパス・歴史的コーパ
スからその意味と統語情報の出現データを
収集し、対照言語学的・通時的に分析する。
その言語間の違い、意味・統語の変遷につい
て、認知的視点から説明を加えることによっ
て、意味と統語構造の関係、人間の認知能力
の発現の仕方を探る。 
 

４．研究成果 
（1）研究代表者は 2005 年頃より、触覚、そ
の代表である温度感覚について、統語構造の
違う多数の言語間の比較を目的とする研究
を、本課題の海外研究協力者であるストック
ホルム大学（スウェーデン）の Maria 
Koptjevskaja-Tamm 教授と行ってきた。2010
年 3月に、本教授の主催するワークショップ 
“Temperature in Language and Cognition”
において研究発表し、そこで発表された多数
の言語における温度表現に関する論文を収
録した論文集の出版を企画した。内部査読、
外部査読のプロセスを経て、一部書き直し条
件付きで採択され、研究協力者と更なるデー
タ収集・分析、理論的説明付けに関する数度
の改訂、全体調整を行った。広く 20 以上も
の言語における温度に関する論文を収録し
た本として、John Benjamins から 2014 年度
中に出版予定である。 
 
（2）視覚形容詞の通時的変化について、日
本語と英語の歴史的コーパスから大量にデ
ータを入手し検証を行うことによって、通時
的な統語構造の変化と意味の変遷の関係を、
言語を越えて統合的に分析した。この分析結
果は、順次対象データ・分析方法を変えて、
2011 年 7月に ICHL-20、2012 年 7月に NRG5、
2013年6月にICLC-12の各国際学会において
発表した。日本語においては、11 世紀には物
理的な明るさを示していた形容詞が、13-15

世紀には、感情的・知的な意味を表すように
なり、19-20 世紀には話者の主観的な判断が
入るようになる意味変化を示している。そし
て、それに伴う統語構造的な変遷を、通時的
な量的データを分析することにより示した。
また、英語においても同様の意味変化が起こ
るが、その統語構造的な品詞間の推移が異な
ることを示した。 
 
（3）研究代表者・研究分担者ともに、認知
言語学の概論書の執筆を行った。研究代表者
は、認知的に重要な概念である「主観化」に
関して、種々の参考文献を挙げ、その概念の
意味するところ、関係する言語現象等を論じ
た。研究分担者は、ネットワーク分析、構文
文法、フレーム意味論、意味地図、大規模コ
ーパスなど、認知言語学の最新の研究成果や
分析手法を取り入れて論じた。今後の理論の
発展、後進の育成に役に立つものと思う。 
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